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令和６年度　　事後評価シート

当初
事　項 生物多様性えひめ戦略推進事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

平成28年度に策定した「第2次生物多様性えひめ戦略」に基づき、生物多様性の保全推

進、外来生物対策、生物多様性の認識度向上、人材育成等に取り組む。

始期 2006

64 ％ 目標値 67

終期

Ｋ  P  Ｉ

生物多様性について理解をしたと回答した参加者割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 ％ 実績値 ％

％

実績値 ％ 実績値 65.3 ％ 実績値 60.8 ％

％ 目標値 70 ％ 目標値 73R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
21,534 千円

最終現計

予算額
22,224 千円

最終現計

予算額

90.7 ％ 達成率 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 102 ％ 達成率

千円
最終現計

予算額
千円

決算額 19,787 千円 決算額 21,010 千円千円 決算額 千円 決算額

６

年

度

要因分析

要因
高校生チャレンジシップや県民参加型の生物相調査の開催により、次世代を担う若い世代に対し、地域の自然環境保全活動

を通じて生物多様性の維持の理解促進を図り普及啓発を行ったほか、ニホンジカの食害対策の実施により希少植物の保全を

図る各種活動を展開する等、波及・宣伝効果の高い事業に積極的に取り組んだが、理解者の割合は低調となった。

総括

見直し方向性 改善

６年度の目標達成率が低調であったことから、７年度の執行においては、イベント参加者等に対し、わか

りやすい言葉で明瞭な説明を行い、生物多様性の意義を認識し、関心を高めるようにしたい。

Ｋ  P  Ｉ

里海づくり推進体制の構成員数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 人 目標値 0 人目標値 0 人 目標値 300 人

実績値 人

事　項 えひめのブルーカーボン里海づくりモデル事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

モデル地域において、生き物等調査により生物多様性の現状を把握した上で、里海づく

りを推進する体制を構築するとともに、ブルーカーボン生態系を学ぶエコツアー等を実

施し、里海づくりへの機運醸成を図る。

始期 2024

終期 2024

人 実績値 人

75.7

実績値 227実績値 人 実績値 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
6,329 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
体験イベントや参加型生物調査の開催に加え、環境保全活動報告会での成果発表を行ったが、参加者数は低調となった。

総括
干潟等のモデル地域３箇所での生き物等調査や、里海づくり推進体制の構築に取り組むことで、干潟等への興味関心を高

め、保全が図られる機運を醸成することができた。今後も保全の推進に取り組むとともに、生物多様性にかかる普及啓発を

努める。

見直し方向性

決算額 千円 決算額 6,003 千円

当初
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Ｋ  P  Ｉ

狩猟者登録数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 4800 人 目標値 5000 人目標値 4400 人 目標値 4600 人

実績値 人

事　項 鳥獣保護管理事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

狩猟免許試験の実施や狩猟者登録等を始め、シンポジウムや出前講座の開催を通して、

狩猟者確保に取り組むほか、傷病鳥獣の保護や鳥獣保護思想の普及等に努める。

始期 1982

終期

人 実績値 人

90.4

実績値 4158実績値 人 実績値 4203 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
17,973 千円

最終現計

予算額
18,333 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
ストック 達成率 95.52 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
狩猟者登録数は近年、第一種銃猟の減少、わな猟の増加の傾向が続いており、第一種銃猟は昭和から平成初期にかけて取得

された免許所持者の高齢化が進んでいることから、実績値は令和５年度より若干の減となった。

総括

見直し方向性

狩猟免許更新時等の機会を利用した働きかけに加え、新規の免許取得者に対し登録の周知を図る。また、

狩猟者登録を行ったが実務経験が浅いものを対象に、フォローアップ研修を実施する。

決算額 16,492 千円 決算額 17,510 千円

当初

Ｋ  P  Ｉ

ニホンジカの捕獲頭数（狩猟、有害鳥獣含む）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 11000 頭 目標値 11050 頭目標値 10900 頭 目標値 10950 頭

実績値 頭

事　項 特定鳥獣保護管理計画推進事業費 予算主管課 自然保護課

事　業

概　要

第二種特定鳥獣管理計画（適正管理計画）をもとに、適正な個体数の維持・管理を図る

ため、ニホンジカ及びイノシシの捕獲を実施するとともに、ニホンザルの生息状況等を

調査する。

始期 1963

終期

頭 実績値 頭実績値実績値 頭 実績値 11541 頭

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
30,000 千円

最終現計

予算額
27,001 千円

最終現計

予算額

％ 達成率 ％ 達成率

決算額

ストック

/フロー
フロー 達成率 105.9 ％ 達成率

千円 決算額 千円

千円
最終現計

予算額
千円

６

年

度

要因分析

要因
R7.10頃判明

総括

見直し方向性

実績値が判明後、要因分析し記載します。

※R7.10頃

決算額 23,518 千円 決算額 24,709 千円

当初


